
各種発現系での生産効率の比較（mouse IFNβの例）
アプリケーションノート

タンパク質の発現系は、大腸菌、昆虫細胞や動物細胞など多種の発現系が存在しており、それぞれの発現系で一長一短の特色を
もっています。なかでも、最適な発現系を選択するうえで、生産効率が高いことは、低コストでタンパク質を得るために重要な要素
です。このため、カイコ－バキュロウイルス発現系（カイコ幼虫体液）と、他の発現系（Sf9細胞、CHO細胞、小麦無細胞系）での生
産効率をmouse IFNβを例に比較しました。この結果、カイコ幼虫体液1mL中の発現量は、Sf9細胞と比べて100倍、CHO細
胞と比べて1000倍高いことが分かりました。また、カイコ幼虫体液とSf9細胞培養上清で発現・精製したタンパク質の比活性を
比べたところ、カイコ幼虫体液の方が25倍以上の高い比活性を示し、高品質なタンパク質が生産できていることも明らかになり
ました。これらより、カイコ－バキュロウイルス発現系は、高品質なタンパク質を高い生産効率で製造できる優れた系であるといえ
ます。

図１ 各種発現系におけるmouseIFNβ体液
　　 または培養上清1mLあたりの生産量

表１ カイコ幼虫体液とSf9細胞培養上清精製
       mouseIFNβの比活性

図２ カイコ幼虫体液とSf9細胞培養上清から
       精製したmouseIFNβの純度

カイコ－バキュロウイルス発現系を用いたmouse IFNβは、その他の発現系と比べて少なくとも100倍以
上高い生産能力を示した。また精製品の比活性も、Sf9細胞と比べて25倍以上高い値を示した。
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カイコ-バキュロウイルス発現系を用いたリコンビナントタンパク質発現受託


